こちら (津 軽) へ 来てから、 昔の、 小学校 時代の 友 

人が、 ちょいちょい 訪ねて 来て くれる。 私 は 小学校 時 

たくま 

代に は、 同級生た ちの 間で いささか 勢威 を 逞し ゆう 

していた ところがあった ようで、 「何せ 昔の 親分 だか 

ら」 なんて、 笑いながら 言う 町会 議員な ども ある。 同 

級 生た ち はもう みんな 分別く さい 顔の 親父に なって、 

町会 議員 やらお 百姓さん やら 校長 先生 やらに なりすま 

し、 どうやら 一 財産 こしらえた 者みたい に 落ちつき 

払って いる。 しかし、 だんだん 話 合って みると、 私の 

同級生 は、 たいてい 大酒飲みで、 おまけに 女好きと い 

あき 

う 事が わかり、 互に 呆れ、 大笑いであった。 



「実はね、」 と 医師 はへんな 微笑 を 浮べ、 「配給の リン 

ゴ 酒が 二 本ありまして ね、 僕 は 飲まない のです が、 君 

に 一 つ 召 上って いただいて、 ゆっくり 東京の 空襲の 話 

でも 聞きたい と 考えて いたので すご 

おおかた、 そんなと ころ だろうと 思って いた。 だか 

ら、 こうして 断りに 来たの だ。 リン ゴ酒ニ 本で そんな 

に 「ゆっくり」 つまらぬ 社交のお 世辞 を 話したり 聞い 

たりして、 窮屈 きわまる 思い を させられて はかな わな 

ヽ o 

レ 

「せっかくの リン ゴ酒 を、 もったいな いご と 私 は 言つ 

た。 



でも 衣食住に 於いて 何の 不自由 も 感じないで 暮 して 来 

ました からね。 物が 足りない 物が 足りない と 言って、 

きょうほん 

闇の 買い あさりに 狂奔して いる 人た ち は、 要するに、 

工夫が 足りない のです。 研究心が 無い のです。 このお 

隣り の 畳屋に も 東京から 疎^して 来て いる 家族が おり 

ます けれども、 そこの 細君が こないだ うちへ やって来 

て、 うちの 細君と 論戦して いるの を 私 は 陰で 聞いて、 

いや、 面白かったです よ。 疎開 人に はまた 疎開 人と し 

て の 言 いぶんが あるら しいんで すね。 その 細君の 言う 

に は、 & 舎のお 百姓さん が 純朴 だと か 何とか、 とんで 

もない 話 だ、 お 百姓さん ほど 恐ろしい もの は 無い。 純 



れる 前に 何 かしらうまい 工夫が あって 然るべき であつ 

た。 たとえば 今から 五 年 前に 都会の 生活に 見切り をつ 

けて、 田舎に 根 をお ろした 生活 を はじめていたら、 あ 

まりお 困りの 事 は 無かった 害 だ。 愚図々々 と 都会 生活 

の 安逸に ひたって いたのが 失敗の 基で ある、 その 点 や 

はりあな たがた にも 罪 は ある、 それに また、 罹災した 

人た ち はよ く、 焼け出されの 丸 はだか だの、 着の み 着 

のま まだのと 言う けれども、 あれ はまこと に 聞きぐ る 

しい。 同情の 押売りの ように さえ 聞え る。 政府 はた だ 

ちに 罹災者に 対してお 見舞い を 差 上げて いる 害 だし、 

公 R や 保険 やら を も 簡単に お金に かえて あげてい るよ 
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